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項目 点 基準
開始時

（　月　日）

現在

（　月　日）

食事

10 自立、自助具などの装着可、標準的時間内に食べ終える

5 部分介助（たとえば、おかずを切って細かくしてもらう）

0 全介助

椅子とベッド間の移

乗

15 自立（車椅子の場合は、ブレーキ、フットレストの操作も含む）

10 軽度の部分介助または監視を要する

5 座ることは可能であるがほぼ全介助

0 全介助または不可能

整容
5 自立（洗面、整髪、歯磨き、ひげ剃り）

0 部分介助または不可能

トイレ動作

10
自立（衣服の操作、後始末を含む、ポータブル便器などを使用してい

る場合はその洗浄も含む）

5 部分介助、体を支える、衣服、後始末に介助を要する

0 全介助または不可能

入浴
5 自立

0 部分介助または不可能

移動

15
45m以上の歩行、補助具（車椅子、歩行器は除く）の使用の有無は問

わず

10 45m以上の介助歩行、歩行器の使用含む

5 歩行不能の場合、車椅子にて45m以上の操作可能

0 上記以外

階段昇降

10 自立、手すりなどの使用の有無は問わない

5 介助または監視を要する

0 不能

更衣

10 自立、靴、ファスナー、装具の着脱を含む

5 部分介助、標準的な時間、半分以上は自分で行える

0 上記以外

排便コントロール

10 失禁なし、浣腸、坐薬、の取り扱い可能

5 ときに失禁あり、浣腸、坐薬の取り扱いに介助を要する者も含む

0 上記以外

排尿コントロール

10 失禁なし、収尿器の取り扱いも可能

5 ときに失禁あり、収尿器の取り扱いに介助を要する者も含む

0 上記以外

合計（0〜100点）

採点の原則

BI は「できる動作」で採点する（FIM は「している動作」）。下の・は、原典の配布資料のガイドラインによる。

・本人・家族・看護師などから聞き、観察もあわせて確かめる。見守りが必要なときは自立にしない。補助具を使って自立しているなら

自立としてよい。中間の点は、本人が努力の50%を超えて担っている状態とされている。

メモ（使用用具・介助の内容・次回の目標など）

基準の文：厚生労働省 第2回指定難病検討委員会 資料1「臓器領域毎の重症度分類等について」。採点の原則：Internet Stroke Center の配布

資料（The Barthel ADL Index: Guidelines）。

Mahoney FI, Barthel D. Functional evaluation: the Barthel Index. Maryland State Med Journal 1965;14:56-61. Used

with permission. 非営利の目的で使用してください。

やまねこのリハビリ・介護手帖 yamaneko-family.com/reha/barthel


